
 

Press ReleasePress ReleasePress ReleasePress Release 

 

 

2011 年 6 月 22 日 

報道関係者各位 

 株式会社ガーラバズ 

 

「震災後の企業の移設・分散」に関する調査レポートを公開！ 

～インターネット調査（第二弾）～ 

    

 株式会社ガーラバズ（本社：東京都渋谷区、代表取締役：佐野 真啓）は、東日本大震災の影

響による企業の移設・分散に関するインターネット上の反応を調査いたしました。 

 

◆調査方法  

 ネットモニタリングサービス“e-mining（イーマイニング）”にて、インターネット上の情報

を回収し、回収データを精査・分類したのち分析。（調査期間：2011 年 6 月 2日～6月 7日） 

  

◆概要 

企業が経営機能を一極集中体制から分散型の体制へ移行する動きが出始めております。インタ

ーネット上では、こうした企業の移設・分散に対し、「した方が良い」という声の割合が約８割

という結果でした。 

震災や電力不足のリスク回避の対策としてはもちろん、継続的な地域活性化、復興支援、日本

全体の活性化を考慮した上で、できるだけ国内での移設・分散の検討を、インターネットユーザ

ーは企業に求めているようです。 

調査詳細は、下記の掲載先をご覧下さい。 

 

◆掲載先 

◇http://emining.jp/info/index.html 

  ◇直接ご覧いただく場合：http://emining.jp/report/report110622.pdf  

 

◆会社概要 

会 社 名： 株式会社ガーラバズ 

代 表 者： 代表取締役 佐野 真啓 

所 在 地： 東京都渋谷区三丁目 12 番 22 号 

設立年月：2007 年 12 月 

事業内容：1.ネットモニタリングサービス 2.口コミリサーチサービス 3.レポートサービス 

ホームページ： http://www.galabuzz.jp/ 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ】 

ビジネスチーム 担当:篠崎 

Tel：03-5778-0330 

Email：info@galabuzz.jp 


